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1
「モ― リッツのと ころへや ってくれ。」ぼ くは今 朝,雇 いの下男 にそ う言 っ
た。 ― 「そ れは誰です,モ ― リッッ?」 ― 「そ れは誰か って?フ ィ リッ
プ ・モ― リッッ,作 家,哲 学 者,教 育者,心 理学者 。」 一 「待 って 下さい,
待 って下 さい。一度 にそんなにた くさん言われては 。」1)
さるロシァ人旅 行者が書 き しる したという手紙 のこの一節ほ どに,カ ール ・フ
ィ リップ ・モー リッッ(1756-93)な る人物が誰だったか を言いあてる ことの
むずか しさを端 的に物語 ってい るものはあるまい。ベル リンのギムナジウム教師,
「経験心理学 のための雑誌 」(1783-93)の 編集者,小 説 「アン トン ・ライザ
ー』(1785-90)の 作者 ,イ ギ リスとイタ リァを放 浪 して見 聞記 を もの した旅
行家,『 ド・fッ韻律学試論 』(1786)を 著 した韻律学者,r神 話論 』(1791)の
神話学者,そ して果てはベ ル リン芸術大学教授に して学士院会員。貧 しい軍楽隊
のオ―ボ エ奏 者の家庭 に生 まれ,ギ ュイ ヨン夫人の流れを くむ神秘 主義 の一派,
静寂主義 を狂 信す る厳格 な父親の もとで幼年期をお くり,ハ ノー フ ァー でのギム
ナ ジウム時代 には シェイクス ピァと 『ヴ ェル ター』の洗礼を 受け,ベ ル リンに出
ては モー ゼス ・メンデルスゾー ン らの啓蒙主義者たちとまじわ り,ロ ― マでゲ ー
テと友情 を結 んで古典 主義美学 の先がけをな し,講 壇 か らはテ ィ― クや ヴ ァッケ
ンロ―ダー に多大 の影 響を与 え,ジ ャン ・パ ウルの才能の発見者と もな ったこの
人物 は,同 時代 のあ らゆ る文学的潮流 と深 くかかわ りなが ら,そ のどこへ も分類
され ることを拒んで いるよ うに,い やそ もそ もそ うした分類 をこととす る文学史
記述 をあ ざわ らうか にさえみ える。その弟子 ジャン ・パ ウル は,モ ― リ ッ ツ を
「受動的 天才 」,「 境 界の天才」2)(Grenz―Genie)に 分類 してみせ る。な るほ
一1一
どモー リッッは,か れがか かわ りあ ったいずれ の分野,い ず れの流派 にあ って も
真 の独創 性を発揮す ることはなか つたか もしれ ない。む しろ巧み に時流に 流され
るすべを 心得た器用 な売文 業者 のひと りだ つた のか もしれない。けれ ども,ま さ
しくそう した 「境界」 を浮遊す ることによ ってか れは,そ の時代の総体を記録す
る地震 計と もな りえた とは言えない だろ うか。 分類 学の時代 であ りなが ら分類 の
網の 目をす り抜けて しま う時代,理 性と啓蒙 の世 紀と呼 ばれなが らその実矛盾 と
混沌にみ ちていた18世 紀とい う時代の。
皿
rア ン トン ・ライザ ー』第一 部(1785)の 序 文 をモ ー リッッは こ う書 きお こ
す 。
この心理小説(dieserpsychologischeRoman)は,また伝 記 とも呼ぶ こ
とがで きよ う。なぜ な ら観察が大部分は実際 の人生か らと られた ものだか らで
あ る。人間に関す る事柄 のな りゆきに通 じ,最 初 はさ さいで無意味に見 えたこ
とが,人 生 の進展の うちに しば しば極 めて重要 な もの とな りうることを 知る入
は,乙 こで語 られる幾多の事情が一見 取 るに足 りない ものであ ることを悪 くと
りはす まい。また もっぱ ら人間の内的な歴史(dieinnereGeschichtedes
Menschen)を 描 くべ き書物に,登 場 人物の多種 多様 さを期待す る こと もある
まい。 とい うの もそれは,想 像力 を拡 散 させ るので は なく集中させ,魂 のまな
ざ しを 自分 自身へ向けてとぎす ますべ きものだか らで ある。(36)
この小説が 「心理小説」 と銘打たれた ドイッで 最初の作 品であ った のは偶然 で
はないだろ う。心理学とい う学問が,ハ ーバー マスによれ ば,政 治的経済 学とな
らんで 「18世紀4z成 立す る市民特有の学」3)で あ り,他 方 「市民的英雄叙 事詩 」
としての近代小説が まさしくこの時代の産物で ある ことを 考 え合わせ るな ら,「心
理学」 と 「小説」 とは共通の基盤の うえに成立 し,互 い に密接に連関 し合 ってい
た と言 うことがで きるだろ う。 じっさい ブランケ ンブル クは,ド イツで最初の体
系的小説理論 と言 うべ き 『小説試論」(1774)の なかで,『 アン トン ・ライザー」
の序文 を先取 りす る形で,小 説を 「ひと りの人間の内的 な歴史」4)(dieinnere
GeschichteeinesMenschen)と規定 して いる。 この意 味で,ド イツでは,近
一2一
代小説は最初か ら心理小説となるべ く定められていたのか もしれない。
けれども,モ ― リッッが 『アントン ・ライザ―』の執筆と並行して,ド イッで
最初の心理学雑誌 「経験心理学のための雑誌」(MagazinzurErfahrungs-
Seelenkunde)(以 下 「雑誌」と略記)の 創刊,編 集にたずさわっていたことを考え
るなら,こ の 「心理小説」における 「心理学」と 「小説」の結びっきを単なる同
時代の一般的傾向として片付けてしまうことはできないだろう。じっさい,「 雑
誌」には 『アン トン ・ライザ―」からの引用が再三にわたって掲載されていると




なが ら,他 方で,思 弁的,抽 象的,演 繹的な旧来の心理学にとってかわるべき経
験的,具 体的,帰 納的な新 しい科学として,啓 蒙主義の一翼を担っていたことは,
すでに多くの研究者によって指摘されている05)モー リッッは,「 雑誌」創刊の前







のみが印刷 され,寄 稿者は省察を織り込もうという誘惑に抵抗」7)し なければな
らない。なぜなら 「欠けた部分は空疎な思弁によつてふさぐのではなく,事 実に
よって埋め」8)ねばならないか らである。 こうして性急な体系化,道 徳的規範化
におちいることなく,あ くまでも具体的な個々の事実の積み重ねをめざす点に,
経験と観察の学としての経験心理学の本領はあると言えるだろう。
そしてそのような人間観察は,ま ず自分自身から始めねばならない,と モー リ
ッッは説く。 「まず幼年期の最初期以来の自分自身の心の歴史をできる限り忠実
に描き出し,幼 年期の最初期の記憶に注目し,か ってとりわけ強い印象を及ぼ し
た ものは何一っ ささいなものと考えてはな らない。」9)この個所を先に引用 した
『アントン ・ライザー』の序文と比較するな ら,自 己の内面へと向けられたまな
ざし,一 見ささいに見える個々の事実の重視,と りわけ幼児記憶への注目とい っ
一3一
た点で,自 伝小説の方法と経験心理学の方法との問の一致は見まがうべ くもない。
さらにモー リッッが 「提言」のなかで,冷 静な自己観察者であるためには,「 自
分を自分自身の観察の対象として,あ たか も自分が他人であるかのように見る」io)




関係は,経 験心理学における患者と医師の関係に対応 し,す なわち心理小説 『ア




極めて両義的なものだか らである。一方でかれは,「 す ぐれた小説や戯曲」 が
「人間の内的な歴史のための寄与」となることを認めなが ら,そ れに続けて,「だ
がただ一っの現実の世界か らの観察の方が しばしば,書 物か ら得た千の観察にも
まさる実際的価値をもつ」11)と付け加えるのである。そればかりか,経 験の学と
しての心理学は,事 実にもとつかないあらゆる書物,と りわけ小説とは正面か ら
対立せざるをえない。それゆえ,「 雑誌」第一巻の冒頭でモ― リッッは,「 私が
提供するのは事実であって,道 徳的なお しゃべりで も,小 説で も,喜 劇でもな
い」12)と宣言するのである。こうして互いに分かちがたく結ばれなが らも,そ の
内部に亀裂をはらんでいるかにみえる 「心理学」と 「小説」の関係は,「 心理小





語 っている。そしてそのうちの幾っかは 『アントン ・ライザ―』へととり入れら
れてゆく。一見ささいに見える記憶の断片を自由連想に も似たやり方でつなぎ合
わせることによって自己の内的な歴史を再構成す ること,そ れが心理小説の方法




dr舅gung)に よって規定されているようにみえる。一けれどもそのなかか ら時お り,
幸福感と結びっいた記憶が浮び上ってくる。そのさい極めて特徴的なのは,そ う
した記憶がある特定の場所に結びついている点である。
故郷H_を 去り,B_の 町の帽子職人L_の もとで徒弟奉公していた少年時代
のアン トンは,牧 師P..-の 説教に語 られる 「理性の高み」(101)と いう言葉に
特別の感銘を受ける。なぜな らこの言葉は,か れのうちに二つの場所にまっわる
記憶を呼びさますか らである。その一つはオルガンの据えっけられた教会の聖歌
隊席のイメー ジであり,そ れは 「かれにとっていっも及びがたいものに思われ,
かれはよくあこがれの念にみちてその上を見やり,オ ルガンの不思議な構造やそ
の他そこにあるものを間近に眺める以上の幸福はないと願うのだった。」 けれど
もこのイメー ジは,か れがまだH_に いたころのもう一っの記憶と結びっいて も
いる。それはH_の 町にそびえる塔のイメージであり,そ の上で楽師たちが ラッ
パを吹きならし,時 計の文字盤と鐘とがとりっけられたこの塔は,幼 いアン トン
にとって 「極めて魅力的な対象」となる。 「足にわず らつていた苦痛や,か れを




立ち去らねばならなかったアン トンが見る夢のなかにこの塔のイメージは しば し
ば現れてくる。こうして塔の上へと向け られたアントンのまなざしは,社 会の底
辺に生 まれた人間の高みと中心へのあこがれの原体験をな しているよ うに見 え












てアン トンにとってギムナジウムが,そ してそれとともlzH_の 町が,か れを圧
迫するものと化してゆくにっれて,町 にそびえる塔もまた違った意味をもってか
れの前に現れてくる。
休暇の間H_を 発って両親の移り住んだ田舎の町へ向か うアン トンにとつて,
「H...の四っの塔が視界か ら消えるや,そ こで過ごした人生の全期間がかれの眼
の前に現れ,か れの眼に映る視界とともにかれの魂の視界も広が った。」(165)
けれどもH_の 町へと戻って来るアン トンにとって,四 っの塔の眺めは心をしめ
っけるものとなる。 「とりわけ高く角ば り,上 には小さな尖端 しか もたない市場
の塔は,今 再び見ると,か れには恐ろしい光景となった。そのすぐかたわらには
学校があり,同 級生たちの愚弄や嘲笑,舌 打ちが,こ の塔とともに突然かれの心
に再びよみがえった。」(188)か つて高みと中心の象徴としてアントンがあこ










無秩序,混 沌に思われた。」(300)こ うして支払 う者と働 く者,排 除する者と
排除される者の関係をあばき出す語り手の眼は,個 人の内面にではなく,市 民社
会それ自体のうちには らまれた病巣に向け られている。その意味で,心 理学を政
治的な力をもたない ドイッ市民階級の内面性への逃避としてとらえる見方は一面
的と言わねばならないだろう150)けれども他方,経 験心理学者モー リッッの眼が
あくまでも時代の病いの分析にとどまり,決 して社会変革へ と向け られたもので
はないこともまたここで確認しておく必要があるだろう。言いかえるなら,経 験
心理学には病状を診断することはできても,治 療への道を示すことはできない,
















とす る経験心理学の方法は,そ の限界を露呈せずにはおかない。なぜならアン ト
ンにとって真の個とは 「永遠に変わることのない,す べてを一望のもとに包括す
る存在」でなければな らず,そ のような超越的な存在と引きくらべると,「 かれ




を重視し,体 系化を回避する経験心理学の方法は,生 を一っの全体へと統合す る
のとは逆に,無 数の断片へと解体してゆかざるをえない。そこにはすべてを一望






フォン ・レンゲフェル トとカロリ―ネ ・フォン ・ボイルヴィッッあての手紙でモ
ー7一
一 リッッの 「雑誌」に触れて次のように述べている。 「私の見たところ,そ れは




シラ―のこの発言は,「 調和」を要請するヴァイマ―ル古典主義と,あ くまで も
「人間の悲惨」に固執するモ― リッッの立場の隔たりを浮きぼりに している点で
興味深い。けれども,経 験心理学者モ― リッッが他方ではまた,「 非心理学的な
芸術論」17)(シ ュリンプ)す なわち芸術作品の自己完結性というまさしく ドイッ
古典主義美学の確立者でもあったことを考えるなら,事 情はそれほど単純ではな
いことがわかるだろう。事実,モ ― リッッは 『アントン・ライザ―』第二部(1786)
の序文で,す でにシラーの忠告を先取 りす る形で次のように述べてもいるのであ
る。
かれ 〔アントン〕の過去の人生に注 目す る人は,最 初はしばしば無 目的性,
引き裂かれた糸,混 乱,夜 と闇しか見えないように思うだろう。けれどもその
人の眼がそこにくぎづけになればなるほど,闇 は消え,無 目的性は次第に失せ,
引き裂かれた糸は再びっなが り,混 沌や混乱は秩序づけられ,不 協和は知らぬ
間に調和と協和へと解消するのである。(120)
ここで語 つているのは経験心理学者モ― リッッであるよりはむしろ,作 品に連関
と統一を与えることによって一つの全体へとまとめ上げようとする小説作者とし
てのモ― リッッであるように見える。小説 『アン トン ・ライザー」の執筆はモ―
リッッにとって,単 なる経験心理学のための一症例の提供にとどまらず,芸 術創
造による自己治療の試みでもあったと言うことができるだろう。なぜならモー リ
ッッによれば,分 析的な日常言語,「 悟性の言語」には拒まれていた,す べてを
一望のもとに包括する超越的な視点は,自 己完結的な芸術作品のもっ 「より高次
の言語」,「 想像力の言語」,「 感情の言語」によってのみ実現 されるか らであ
る180)
1786年 に発表された 「時間と永遠」と題する論文で,モ ― リッッはそのような
超越的な視点を次のような比喩で語っている。
-8一
私がある町を見物 したいとき,下 の地上にいるのなら,通 りを一っまた一っ
と歩き回り,次 第に記億の助けを借 りて町全体の観念が生じてくるまで待たね
ばな らない。





の上か らの視点はより高次の存在のものであると言える。こうして 『アン トン ・
ライザー』にくり返 し現れてきたあの塔のイメ―ジが,今 新たな意味合いを帯び
て再び立ち帰 ってくる。すなわち,幼 いアン トンがあこがれた塔は,自 らの生の
全体像を展望す ることのできる視点をも意味しており,塔 に登ることを許されず,
脈略を失 って断片化 した地上か らの眺めに甘ん じざるをえないアン トンの眼に,
塔は逆に生の連関の不在の象徴と映らざるをえない,と 。
それでは主人公の生に統一と連関を与えようとする小説作者の試みは,最 終的




つたさい,奇 妙な感情に襲われる。 「あの時以来のかれの人生全体が,今 急にか
れの記憶のうちに立ち現れた。(…)か れがこの一年半の間にB_で 体験した
人生の様々な光景のすべてが入り混 じって押し寄せ,か れの心が急に得たより大










と結びっいた形でさらに明瞭に現れてくる。H_で のギムナジウム時代,ア ン ト
ンは町の周囲にめぐらされた市壁をしばしば訪れる。 「というのも,そ こではせ
せこましく家の建てこんだ町と田舎の広大な自然とが境を接 していなが らひどく
異なっており,こ の対照がかれの想像力に生き生 きした影響を及ぼ したか らであ










の帰属感 と共同体か らの疎外感との間に引き裂かれたアン トン自身の境界性の反









るのは,単 に素材上の理由だけによるのではない。なぜな ら,社 会の底辺に生ま
れなが ら最後には大学教授にまで出世をとげるモ― リッッ自身の生涯は,教 養小
説の格好の素材ともなりえたはずだか らである。 『アントン ・ライザー』は,モ
ーUッ ッの前半世を忠実にたどりなが らも,そ うした教養小説となることをかた
くなに拒否しているように見える。H.J.シ ュリンプが言うように,こ の小説が





す小説の要請が社会か らの疎外を証 しだててしまうという逆説を自ら体現 してみ
せた点で,心 理小説 『アントン ・ライザー』は,後 に成立するジャンルとしての
「教養小説」に対する批判的な視点をすでに内在させているのである。
v
1786年11月,モ ― リッッはローマで 『ヴェルター』の詩人に初めて出会う。ロ
ーマ滞在中に腕を骨折 したモ― リッツをゲーテが手厚く看病したことは,『 イタ
リア紀行』に詳 しく語 られている。1786年12月14日 付けのシュタイン夫人あての
手紙にゲ―テはこう書きしるす。




またゲーテはシュタイン夫人に,当 時第三部までが出版されていた 『アン トン ・
ライザー』を読むようにと勧め,「 この書物は多くの意味でぼくにとって価値あ
るものだ」(12月23日)と 書き送 っている。イタリア旅行を間にはさんで行われ
る 『ヴィルヘルム ・マイスター』の改作にあたって,モ ー リッッとの出会いがゲ
ーテにとって少なか らぬ意味をもっていたことは様々な形で指摘されている220)
ここでこの点に立ち入るだけの余裕はないものの,『 ヴィルヘルム・マイスタ―』
が,反 教養小説としての 『アン トン ・ライザー』のあとを受けて,そ れに対する
アンチテ―ゼとして書かれた,い わば反 ・反教養小説でもあったという事実は,
教養小説の成立を考えるうえで見すごしてはならないように思われる230)
『ヴィルヘルム ・マイスタ―の修業時代』第七巻の冒頭近く,ロ ター リオの城
をめざすヴィルヘルムのゆくてに 「幾つかの塔と破風をもった古い不規則な城」
(第1章)が 姿を現わす。後になってこの城の 「古い塔」(第9章)に 導き入れ








もつて,次 には恐怖の念をもって地上か ら塔の上へと向け られるアントン ・ライ
ザーのまなざしとは正確に対称形をなしている。塔の上か らのまなざしが,「 お
前の見たものは,ど のようであれ,か くもすば らしか った」とうたう塔守 リュン
コイスのものであったとするなら,地 上からのそれは,視 界を限定された,け れ
ども悲惨な現実か ら眼をそむけることを許さない 一 ゲ―テがモー リッツを呼ん
フ ス ラ イ ザ ー
だ 愛 称 を 借 り る な ら 一 徒 歩 旅 行 者 の ま な ざ し だ っ た の だ か ら 。
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